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2005年９月第４２回『物流効率化の終焉、内部統制と対策』
2006年１月第４６回『日本版ＳＯＸ法、物流管理と内部統制』
2007年３月第６０回『物流における内部統制評価と実務課題』

2007年５月第６２回『物流不動産ビジネスの現状と今後の課題』2007年５月第６２回『物流不動産ビジネスの現状と今後の課題』

2008年１月第７０回『コンプライアンス物流、契約の結び方』

2009年２月第８３回『物流改善手法、フェアプロセスマネジメント』

2010年９月第１０２回『ＩＦＲＳ（国際会計基準）が物流現場に及ぶ』

2011年１２月第１１７回『最悪の事態に備えて～みんなのＢＣＰ～』 3



平成不況
失われた時代

Agri marine wood Service Government  

独立行政法人経済産業研究所編
ＧＮＰシェア＊５年成長率
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金融立国
残念元年

Agri marine wood Service 

share ×growth 

Banking finance

Real estate

独立行政法人経済産業研究所編
ＧＮＰシェア＊５年成長率
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金融業→バブル処理に失敗、銀行保険統合

国営銀行→ファンドに買収、無税開城

ＩＴ産業→実態は人材派遣、構造不況化

小売りサービス→ダイエー、マイカル、西友、百
貨店など５強３落→テナント不動産へ転換中

デジタル産業→集積追いつかず失敗

旧来の貿易産業へ回帰＜自動車鉄鋼電機＞
→アメリカ、アジアシフトに低価格失速
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次の
基幹
産業
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産業
は？



需給バラン
スのしくみ いっそうの

効率化追求

高速物流を
支えるしくみ

外部環境の劇的な変化
●環境対応

●法令遵守社会
●新たなブランド構築

の必然性

8



公共投資から
生活者支援へ！
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景気回復予算
は、ムダ削減
で探せる？
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アメリカ、中国、
韓国、アジアの急
成長に追随できず、
人口減少で国債消
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人口減少で国債消
化不安が顕在化し
てる



＋対外債
権：㌦債
300兆
＋国有の

13

＋国有の
資産
600兆
＋国民資
産転換
1400兆
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○震災・原発事故からの復活
１．東日本大震災からの復旧・復興

２．エネルギー政策の再構築２．エネルギー政策の再構築

○経済・財政
１．経済成長と財政健全化の両立
２．新成長戦略の実行加速
３．更なる成長力の強化

○世界における日本プレゼンス強化
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ＧＮＰ５０兆円、約１０％減少の不景気

利益は１０％以上減少（てこ入れ対策）

賃金も１０％以上減少（貯蓄の取り崩し）

不安が増えて、消費の理由がない不安が増えて、消費の理由がない

低価格のために新商品が出ない

理論的に国内で生産できない

増税のために大企業が存続できない

企業間競争の手段が見つからない
20
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★

ＢＳＣ：balanced score card、先行指標管理

Profit Customer satisfaction  

個人

人材
業務運営

顧客満足

の変化

財務・経理

の成果

26Human skill Operation Customer satisfaction  Profit 

Operation 
Human skill
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年間累計出荷割合および在庫月数
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ブレーキ＆ア
クセルのダッ
シュボードを
見ている？
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オフバランス経営
とは、資産圧縮で
キャッシュフロー
増加を図る経営

売上高／営業日数＝α

売掛金＝５０α

在庫額＝３５α

買掛金＝７０α

資金：５０＋３５－７０＝１５α

デット（借入金）＝（在庫日数＋売掛日数）－買掛日数
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Gross & Stock relationship 

Manufacturing speed  

Fast  Slow  

MAX gross  
Mini stock  

拡大倒産、
増収減益が
あった

S
a

le
s  sp

e
e

d
  

MAX stock  Mini cost  

MAX profit  
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縮小均衡、
減収増益が
あった



� 売れ行き傾向の捕捉遅れ
� 発注ロットの調整遅れ
� 在庫過剰傾向の安心感
� 在庫削減、調達コスト削減、売上重視のマインド
� 欠品、機会ロスの過剰反応

1. 四半期移動平均法によって販売傾向を把握し、発注ロッ
トを変化させ、経営方針の在庫基準を維持する。

2. 在庫基準＝販売日数換算で●●日分
（×金額数量でなく、○季節指数反映）

3. 在庫処分や販促経費も「見える化」「承認済み」となり、
利益重視の在庫管理を実現できる
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� 在庫回転率＝売上額／在庫金額

� 在庫日数＝在庫金額／日販額

� アイテム（SKU:stock keeping unit）＝マスター

� アイテム別在庫日数＝アイテム金額／日販額

不活動在庫（デッド在庫）＝除却対象額� 不活動在庫（デッド在庫）＝除却対象額

� シーズン外在庫（非継続商品）＝棚卸し対象外

� 過剰在庫＝生産・販売停止在庫額

� キャッシュコンバージョン
＝売掛日数＋在庫日数－買掛日数
マイナスなら借入金不要
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在庫日数の基本的考え方在庫日数の基本的考え方在庫日数の基本的考え方在庫日数の基本的考え方

A＋X－Y

在庫政策指数［保有在庫月数］

目標期供給補充（あるいは生産）予定数［目標月供給補充予定数］

計画期前期在庫数（あるいは在庫予定数）［計画月前月在庫数］

１）手順及び計算式１）手順及び計算式１）手順及び計算式１）手順及び計算式

［例：月周期］
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P =                               （基本型）
A＋X－Y

Y
在庫政策実需要数

（販売実績）
各月在庫計画

過去X期間平均出庫数
［あるいは出荷予測計画］[例 題]

前

提

条

件

前

提

条

件

未
知
数

未
知
数

周期：月
在庫政策指数：０．５［販売実数に対し０．５ヶ月分の在庫を保有する。］
前月在庫：１００ヶ
過去３ヶ月平均販売出庫数：７０ヶ

実需要数（販売実数）を製品別に正確かつタイムリーに収集し、上記計算を毎月実施し、供給補充数を算出していきます。
（供給依頼先が工場であれば生産数となります。）

次月の補充予定数（A） → ０．５＝ → A  ＝ ５
A＋１００－７０

７０
次月の補充予定数（A） → ０．５＝ → A  ＝ ５

A＋１００－７０

７０

A＋１００－７０

７０



�顧客は0.5インチの穴
が欲しいのだ。
（ブラック&デッカ

ー：最古最大の工具
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ー：最古最大の工具
メーカー）

�風と一体の爽快感を
提供しよう。

（自転車資料館永久
保存アロー社）



� 自分はどんな事業を営みた
いのか？

� 分析する

●今、何が起きているか
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●それは、なぜか？

●ではどうすれば良いか？



�これからどうする？

�先行指標と遅効指標

�外部情報と内部情報
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飛ぶ



�環境に優しく、持続可能な社会

�高齢者や女性も多く働ける企業体

�あれこれやらなくても良い、健康的�あれこれやらなくても良い、健康的
な生活の実現（ＱＯＬ実感）

�ライフステージ毎に引越・住み替え
られる住宅のあり方

�額でなくお金に困らない生活を送っ
て、土に帰る事 41



� 量産なき１次産業（高付加価値、高単価収穫）

� 製造なきメーカー（開発、設計、ライセンス）

� 店舗なき流通業（店舗倉庫、通販、地域独占）

� 品揃えから、テナント揃え不動産業へ

� 熟年労働者によるサービス産業（高い生産性）

� ホワイトカラー排除（管理職不在、フラット組織、
技術個人事業者）

� 為替円高の強烈なＭ＆Ａとグローバル化

� アジア・アフリカへの出稼ぎ営業（納税回避）
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営業利益率 ＲＯＡ
３％対１１％
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３．５％対３０％ ３％対１１％
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� アマゾンの国際一貫通販
� 円高を活用したアジア・中東でのＭ＆Ａ
� STAY&NO-RETURN覚悟の進出
� 日本発サービス展開（温度帯、代引、据付、交換）
� 生産～在庫～店舗在庫情報の一体化
（ファストファッション方式）（ファストファッション方式）

� 韓流、ＡＫＢ、ダルビッシュ、JAPAN=COOL
現地経営、出稼ぎ、半帰化

� NVOCC、LCC利用のフォワーディング商社化
� 北米とアメリカから視点をずらす！
アジアを生産拠点から消費大国に育て上げる！

� 新・大東亜共栄圏構想を作り上げる覚悟を持つ！
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� 物流とは、モノとヒトのﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄだから、・・・・
� 量が減り、消費が減る国内にチャンスは少ない。
国内ﾒｰｶｰ､流通に未来は見えない。
ﾒｰｶｰ､流通業から物流が脱却するﾀｲﾐﾝｸﾞが近い。

� ヒトとモノに卓越することの余地は十分にある。� ヒトとモノに卓越することの余地は十分にある。

� Ｅ＝ＭＣ＾２：エネルギー問題は速度低下でしか解決できな
い。開発･ﾗｲﾌｻｲｸﾙ､生産･販売はｽﾛｰﾀﾞｳﾝする。

� 国境を越えた産業（7-11､ﾕﾆｸﾛ､ｲｵﾝ､ｶｵｳ､ﾕﾆﾁｬｰﾑ､ﾋﾞｰﾙ各社､食
品各社､自動車各社）を追うコネはあるか？

� 国策企業は、ﾊﾟﾙﾌﾟ､製糸､鉄鋼､銀行､鉄道･光熱､通信ｲﾝﾌﾗ､住
宅供給､電子製造、ことごとく失敗！

� 物流ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄが必要なアジアは、僕らを待っている！
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